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た
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
利
用

し
た
県
施
設
の
木
質
化
・
木
製
品
の
導

入
を
行
い
ま
す
。

○
利
用
促
進

　

公
共
施
設
や
不
特
定
多
数
の
集
客
が

見
込
ま
れ
る
施
設
等
に
お
い
て
、
Ｃ
Ｌ

Ｔ
を
利
用
し
た
建
築
物
の
木
造
化
・
設

計
を
支
援
し
ま
す
。

○
ラ
ミ
ナ
安
定
供
給
体
制
整
備

　

関
係
団
体
と
連
携
し
、
原
料
と
な
る

ラ
ミ
ナ
の
安
定
供
給
の
体
制
づ
く
り
を

行
い
、
東
京
五
輪
で
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
需
要
を

視
野
に
、
森
林
認
証
の
取
得
促
進
と
認

証
ラ
ミ
ナ
の
ス
ト
ッ
ク
を
支
援
し
、
供

給
体
制
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

（
林
政
課
林
業
木
材
班
）

【
量
産
工
場
の
稼
働
】

　

岡
山
県
真
庭
市
の
真
庭
産
業
団
地
に
、

平
成
27
年
７
月
か
ら
建
設
が
進
め
ら
れ

て
い
た
銘
建
工
業
㈱
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交

集
成
板
）
工
場
が
完
成
し
、
４
月
か
ら

稼
働
を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
全
国
初
の
量
産
工
場

で
最
大
で
３
ｍ
×
12
ｍ
（
約
22
畳
分
）

の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
作
る
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

　

平
成
30
年
度
以
降
は
年
間
３
万
立
方

㍍
を
生
産
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
Ｃ
Ｌ
Ｔ
て
何
？
】

　
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（Cross Lam

inated Tim
ber

）

場
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

【
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
巡
る
動
き
】

　

今
年
４
月
、
建
築
基
準
法
に
基
づ
く

告
示
が
公
布
・
施
行
さ
れ
、
告
示
に
基

づ
く
構
造
計
算
等
を
行
う
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
の
よ
う
に
大
臣
認
定
を
個
別
に

受
け
る
こ
と
な
く
建
築
確
認
に
よ
る
建

築
が
可
能
と
な
り
、
準
耐
火
構
造
に
て

建
築
が
可
能
な
３
階
建
て
以
下
の
建
築

物
に
つ
い
て
は
、
防
火
被
覆
無
し
で
Ｃ

Ｌ
Ｔ
等
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
五
輪
に
向
け
て
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
新
国
立
競
技

場
を
は
じ
め
、
有
明
ア
リ
ー
ナ
や
海
の

森
水
上
競
技
場
と
い
っ
た
関
連
施
設
の

整
備
で
、
国
際
基
準
に
合
致
し
た
森
林

認
証
制
度
に
基
づ
く
Ｃ
Ｌ
Ｔ
な
ど
の
認

証
材
の
採
用
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

【
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
普
及
促
進
に
向
け
て
】

　

こ
う
し
た
中
、
岡
山
県
で
は
、
豊
富

な
森
林
資
源
が
循
環
利
用
さ
れ
、
林
業

が
成
長
産
業
化
す
る
よ
う
、
建
築
物
で

の
新
た
な
利
用
が
期
待
さ
れ
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ

の
普
及
や
利
用
促
進
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

○
普
及
促
進

　

設
計
や
建
築
の
技
術
者
を
対
象
と
し

は
集
成
材
の
一
種
で
、
厚
み
の
あ
る
ラ

ミ
ナ
（
挽
き
板
）
を
使
用
し
て
直
交
積

層
さ
れ
た
木
質
建
材
で
す
。
ラ
ミ
ナ
を

幅
方
向
に
た
く
さ
ん
並
べ
て
大
き
な
面

を
つ
く
り
、
接
着
剤
を
塗
っ
て
、
そ
の

上
に
ラ
ミ
ナ
を
直
交
さ
せ
て
積
層
し
ま

す
。

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
大
き
な
特
徴
は
、
立
て
れ

ば
柱
と
壁
、
寝
か
せ
れ
ば
床
と
梁
の
役

目
を
果
た
し
、
非
常
に
シ
ン
プ
ル
に
建

物
を
建
て
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

【
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
使
用
し
た
建
築
物
】

　

県
内
に
は
既
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
使
用
し
た

建
築
物
と
し
て
、
真
庭
市
営
住
宅
、
真

庭
木
材
事
業
協
同
組
合
の
共
同
住
宅
、

㈲
サ
ン
ラ
イ
ズ
の
宿
泊
施
設
、
エ
ス
・

バ
イ
・
エ
ル
・
カ
バ
ヤ
㈱
の
住
宅
展
示

銘建工業(株)CLT

エス・バイ・エル・カバヤ
住展示場宅（倉敷市）

岡山空港に設置したCLTベンチ

Ｃ
Ｌ
Ｔ
関
連
施
設
等
の
紹
介

（
Ｃ
Ｌ
Ｔ
で
林
業
の
成
長
産
業
化
）
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◇平成28年度森林・林業主要事業について◇
　平成28年度の森林・林業主要事業をご紹介します。
　「晴れの国おかやま活き生きプラン」の重要戦略である「地域を支える産業の振興」、「安心で豊かさが実
感できる地域の創造」への取組による「活き生き岡山」の実現と「21おかやま森林・林業ビジョン」の目標
達成を目指して次の主要事業に取り組んでまいります。 

１　主要事業の概要

●おかやまの木で家づくり支援事業 【担当課：林政課林業木材班】

　木材需要の大半を占める住宅建築において、木造住宅の普及を促進し、品質の安
定した県産乾燥材の積極的な利用を推進するため、県産乾燥材を一定量以上使用し
た住宅を新築する方へ助成します。

１　助 成 額　１件当たり　20万円
２　主な採択条件
　①�　県内に自ら居住するための新築一戸建て木造の個人住宅（建売住宅も含む）で、主要構造部材に８
㎥以上の県産乾燥材を使用し、その使用量が木材使用量全体の50％以上を占める住宅

　②　住宅の規模は、延床面積80㎡以上のもの　等

●公共空間県産材利用促進事業 【担当課：林政課林業木材班】

　公共施設や学校、社会福祉施設等の公共建築物や観光地、商店街など多数の集客
が見込まれる公共的な空間において、県産材を使用した床・壁の内外装や県産材製
机・椅子等の木製用具、案内板やベンチ等を整備する場合に必要な経費の一部を助
成します。

１　事業主体　市町村及び公共建築物等を整備する者
２　補 助 率　1/2以内（上限2,000千円／事業主体）

●CLT利用促進支援事業 【担当課：林政課林業木材班】

　公共施設や不特定多数の集客が見込まれる施設等において、CLTを利用した建築
物の木造化・木質化及び案内板やベンチ等の木製品を　導入する場合に必要な経費
やCLTを構造体として利用した建築物の設計に必要な経費の一部を助成します。

〔CLT利用施設等支援〕
　１　事業主体　市町村及び公共建築物等を整備する者
　２　補 助 率　補助対象経費の1/2以内（木製品の導入については、上限1,000千円）
〔CLT利用建築物設計支援〕
　１　事業主体　市町村、公共建築物等を整備する者
　２　補 助 率　補助対象経費の1/2以内（上限3,500千円／施設）
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●おかやまの森林・林業を支える担い手対策事業 【担当課：林政課普及指導班】

　人工林の豊富な森林資源を活用して林業のサイクルを循環させ、森林を適正に管理するためには、優れ
た担い手が必要不可欠であることから、市町村等と連携した担い手対策への支援等により担い手の確保・
育成を図ります。

〔晴れの国おかやまの林業就業促進事業〕
　１　事業主体　県、(公財)岡山県林業振興基金　
　２　事業内容　
　　⑴　若年層を視聴対象者とした林業就業PR用映像資料の作成等
　　⑵　�Ｉターン等の就業希望者への働きかけ（就業ガイダンス、広報媒体を通

じた情報発信等）（補助率：定額）

〔林業インターンシップ促進事業〕
　１　事業主体　県
　２　事業内容　林業関係学科の高校生等を対象にした林業技術に関する学習機会の提供

〔地域林業の担い手サポート事業〕
　１　事業主体　市町村
　２　事業内容　�市町村が協議会を設置し、雇用・定住促進対策等の一環として行われる担い手の総合的

な取組（補助率：定額。ただし１市町村当たり200万円上限）

〔林業担い手育成総合対策事業〕
　１　事業主体　(公財)岡山県林業振興基金
　２　事業内容
　　⑴　ニューフォレスター育成支援（職場内研修）
　　　　認定事業体等の新規就業者への職場内研修への支援
　　　　（補助率等：１人当たり月額３万円）
　　⑵　ニューフォレスター育成支援（技術習得支援）
　　　　�認定事業体等の現場作業員が、各種技能講習を受講する経費への支援（補助率等：定額）
　　⑶　安全装備等の導入支援
　　　　チェーンソー作業用防護衣、防音ヘルメット等の導入支援（補助率：1/2以内）
　　⑷　林業退職金共済制度への支援
　　　　林退共の掛金の一部助成（補助率：1/8以内）
　　⑸　林業事業体の経営改善
　　　　・森林施業プランナーの育成支援（補助率：定額　ただし1事業体当たり40万円上限）
　　　　・�認定事業体が経営改善を図るための経費支援（補助率：定額　ただし1事業体当たり120万円

上限）

〔森林作業道作設オペレーター育成総合対策事業〕
　１　事業主体　県
　２　事業内容��森林作業道作設を推進するオペレーター等の育成研修

〔林業労働安全衛生推進事業〕
　１　事業主体　林業･木材製造業労働災害防止協会岡山県支部
　２　事業内容　災害防止のための巡回指導、労働安全衛生推進会議の開催等への支援。（補助率等：定額）
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●森林認証・認証材普及促進事業 【担当課：林政課森林企画班】
　国際的な木材取引においては、森林認証材が標準となりつつあり、東京オリンピック・パラリンピック
競技大会の選手村や競技施設の整備等においても、国際基準に合致した森林認証制度に基づく認証材が採
用される見込みです。
　このため、森林認証制度の普及を図るとともに、認証の取得に対して支援することにより、森林認証材
の供給体制を構築し、県内外のＣＬＴ建築物等への活用を通じて、認証製品の販路拡大と県産材の需要拡
大を図ります。
［森林認証の仕組み］

〔FM（森林管理）認証取得促進事業〕
　１　事業主体　�岡山県内に所在する森林の所有者及び管理者で、FM認証を取得する者及びFM認証を継続する者
　２　事業内容　認証機関に支払う審査費用に対する支援（補助率1/2以内、ただし上限75万円）
〔CoC（加工流通過程の管理）認証取得促進事業〕
　１　�事業主体　�岡山県内に所在する木材生産事業者、流通事業者及び製材・加工事業者で、県内の認証森林から生

産された原木を加工・流通させるため、CoC認証を取得する者及びCoC認証を継続する者
　２　事業内容　認証機関に支払う審査費用に対する支援（補助率1/3以内、ただし上限10万円）

●快適森林環境創出事業 【担当課：林政課森林保全班】

　荒廃した里山林等を人が心地よい姿へ整備するとともに、松くい虫やナラ枯れ
の被害林等において被害木等を伐採し健全な姿に再生することにより、安全で快
適な森林環境を創出し、併せて森林の持つ公益的な機能の回復を図ります。

〔里山林等再生事業〕
　１　事業主体　市町村、森林組合
　２　事業内容　不用木や竹林の伐倒・整理、緩衝帯の整備、ベンチ等の設置等（補助率：定額）
〔松くい虫被害林再生（被害松林危険木伐倒）〕
　１　事業主体　市町村
　２　事業内容　�道路沿線等の倒木の危険性がある松くい虫被害木の伐倒・整理（補助率：1/2以内）
〔松くい虫被害林再生（被害跡地更新）〕
　１　事業主体　⑴　市町村
　　　　　　　　⑵　森林組合
　２　事業内容　⑴　当年度被害木等の伐倒・整理、薬剤処理（補助率：1/2以内）
　　　　　　　　⑵　過年度被害木及び不用木等の伐倒・整理（定額）
〔ナラ枯れ被害林再生（広葉樹利用促進）〕
　１　事業主体　⑴森林組合、木材生産業者等
　　　　　　　　⑵　しいたけ生産者等
　２　事業内容　⑴　ナラ枯れ被害の拡大を防止するために伐採された、しいたけ原木の運搬（定額）
　　　　　　　　⑵　ナラ枯れ被害の拡大を防止するために伐採された、しいたけ原木の倒木接種（定額）
〔ナラ枯れ被害林再生（広葉樹保全再生）〕
　１　事業主体　⑴⑵　市町村
　２　事業内容　⑴　重要なナラ林等を保全するための樹幹注入（補助率：3/4以内）
　　　　　　　　⑵　被害木等の伐倒・整理、薬剤処理（補助率：3/4以内）

森林認証制度（FSC、PEFC、SGEC）
【認証機関】

適正な
森林経営

【ＦＭ認証】

申請
審査・認証

加工・
流通の
分別管理

建築
家具
等

【ＣｏＣ認証】

審査・認証 申請

ラベリング分別管理

※FSCとPEFCとSGECは
異なる認証制度

※ロゴマークを付ける
ことができる
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●造林事業 【担当課：治山課造林班】
　森林の有する水源涵

かん

養、地球温暖化防止などの公益的機能を持続的
に発揮させるため、間伐を中心とした適切な森林整備を継続的に実施
するとともに、小面積皆伐による少花粉スギ等への植替えを促進し、
齢級構成の平準化を図るなど、健全で多様な森づくりを推進します。
　特に間伐については、平成25年度から第８期間伐計画「おかやまの
森づくり間伐推進５カ年計画」に基づき年間5,400haを計画しており、
引き続き、造林補助事業や県民税事業等を活用し計画的な事業推進を
図ります。

①造林事業【国庫】
②おかやま元気な森づくり推進事業【おかやま森づくり県民税】
③少花粉スギ等普及促進事業【おかやま森づくり県民税】

●治山事業 【担当課：治山課治山班】

　山地災害から県土を保全し、森林の公益的機能の維持・向上や、良好な生活環
境の保全・形成を図るため、治山施設の設置による防災対策や荒廃森林の整備を
計画的に実施します。

●林道事業 【担当課：治山課林道班】

　林業経営の合理化や、間伐など森林整備の促進、山村地域の振興を図るうえで
基幹的な施設となる林道の開設・改良・舗装を計画的に推進します。
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20,000
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岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
（
普

及
連
携
部
普
及
推
進
課
林
業
普
及
推
進

班
）
で
は
、
昨
年
度
、
高
校
生
へ
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
や
森
林
作
業
道

を
作
設
す
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、
森
林
組

合
等
の
新
規
就
業
者
の
ほ
か
県
の
林
業

普
及
指
導
員
等
を
対
象
と
し
た
研
修
を

80
日
開
催
し
、
延
べ
７
０
０
名
を
超
え

る
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

28
年
度
に
つ
い
て
も
、
同
程
度
の
研

修
を
計
画
し
て
お
り
、
今
回
は
、
そ
の

中
で
、
お
か
や
ま
の
森
林
・
林
業
を
支

え
る
担
い
手
対
策
に
関
わ
る
研
修
を
中

心
に
、
そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一　
高
性
能
林
業
機
械
現
地
研
修

　

林
業
へ
の
就
業
促
進
を
図
る
た
め
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
し
て
、
県
立
勝

間
田
高
校
な
ど
林
業
関
係
学
科
の
高
校

生
を
中
心
に
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る

伐
倒
か
ら
ハ
ー
ベ
ス
タ
等
の
高
性
能
林

業
機
械
操
作
な
ど
の
林
業
に
関
す
る
体

験
学
習
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
参
加
者
か
ら
は
、「
貴
重

な
体
験
が
で
き
た
。
就
職
を
考
え
る
上

で
参
考
に
な
る
。」
な
ど
の
意
見
が
聞
か

れ
て
い
ま
す
。

二　
緑
の
雇
用
現
場
技
能
者
育
成
研
修

　

現
場
技
能
者
の
育
成
を
図
る
た
め
、

（
公
財
）
岡
山
県
林
業
振
興
基
金
か
ら
講

師
依
頼
を
受
け
て
実
施
す
る
も
の
で
、

新
規
就
業
後
一
～
三
年
の
方
を
対
象
に

各
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
研
修
を
行
い
、
林

業
に
必
要
な
専
門
的
知
識
・
技
術
の
習

得
を
目
指
し
ま
す
。

三�　

森
林
作
業
道
作
設
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

育
成
研
修
（
基
礎
～
指
導
者
育
成
）

　

丈
夫
で
繰
り
返
し
使
用
可
能
な
森
林

作
業
道
づ
く
り
に
取
り
組
も
う
と
し
て

い
る
林
業
事
業
体
等
の
方
を
対
象
に
、

道
づ
く
り
に
必
要
な
知
識
や
施
工
技
術

を
習
得
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

基
礎
研
修
で
は
、
路
線
計
画
、
踏
査

選
点
、
支
障
木
の
伐
倒
・
処
理
、
基
礎

土
工
を
、
ま
た
、
応
用
研
修
で
は
、
応

用
土
工
と
し
て
曲
線
設
定
、
構
造
物
施

工
と
出
来
高
管
理
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
指
導
的
立
場
の
人

材
を
育
成
す
る
た
め
の
指
導
者
育
成
研

修
で
は
、
よ
り
高
度
な
作
設
技
術
の
習

得
は
も
と
よ
り
、
指
導
方
法
な
ど
人
材

育
成
能
力
の
向
上
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

四　
林
業
普
及
指
導
員
等
研
修

　

県
の
林
業
普
及
指
導
員
や
市
町
村
職

員
な
ど
が
、
本
県
の
森
林
・
林
業
行
政

を
推
進
す
る
う
え
で
必
要
と
な
る
資
質

の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
専

門
分
野
別
研
修
は
、
森
林
経
営
、
施
業

技
術
、
林
産
の
３
分
野
で
計
14
講
座
を

用
意
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、

課
題
研
究
と
し
て
森
林
・
環
境
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
に
つ
い
て
、
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
県
庁
林

政
課
ま
た
は
県
森
林
研
究
所
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
（
普
及
推
進
課　

林
業
普
及
推
進
班
）

平
成
28
年
度
研
修
事
業
の

ご
紹
介

勝間田高校２年生の研修緑の雇用現場技能者育成研修

森林作業道作設オペレーター育成研修

林業普及指導員新任者研修
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森林研究所だより（平成28年度の主な研究課題）
　森林研究所では、活力ある本県林業・木材産業の実現を目指すため、長期的な展望に立った試験研究を行っ
ています。研究課題については、森林･林業･木材関係者などから広く公募するなど、地域の要請に沿った実
用的な試験研究に取り組んでいます。

主な試験研究課題一覧

◎
主
な
試
験
研
究
の
概
要

【
シ
カ
に
よ
る
森
林
被
害
対
策
に
関
す
る

研
究
】

　

シ
カ
に
よ
る
農
林
業
被
害
は
、
県
東

部
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
、

生
息
範
囲
が
県
西
部
へ
拡
大
し
、
現
在

で
は
県
下
全
域
で
生
息
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、シ
カ
の
生
息
状
況
、

被
害
の
実
態
、
周
辺
の
植
生
等
を
調
査

し
、
県
内
に
お
け
る
シ
カ
の
森
林
被
害

の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

効
果
的
な
防
除
対
策
を
検
討
し
ま
す
。

【
マ
ツ
タ
ケ
の
省
力
栽
培
技
術
の
開
発
】

　

マ
ツ
タ
ケ
生
産
者
の
高
齢
化
が
進
む

中
、
従
来
の
マ
ツ
タ
ケ
発
生
環
境
整
備

施
業
は
重
労
働
で
実
施
が
困
難
に
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
省
力
的
な
生
産
方

法
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
機
械

の
導
入
が
可
能
な
ミ
ニ
・
ア
カ
マ
ツ
林

を
育
成
し
、
機
械
化
に
よ
る
施
業
の
省

力
化
を
図
り
、
高
価
な
特
用
林
産
物
で

あ
る
マ
ツ
タ
ケ
の
生
産
を
目
指
し
ま
す
。 

【
岡
山
県
産
材
の
難
燃
化
技
術
の
開
発
・

改
良
】

　

県
産
材
の
需
要
拡
大
を
図
る
た
め
に

は
、
今
後
、
公
共
建
築
分
野
で
の
需
要

が
見
込
ま
れ
る
内
装
材
に
つ
い
て
、
難

燃
化
技
術
の
開
発
・
改
良
が
必
要
不
可

欠
で
す
。
こ
の
た
め
、
防
火
性
能
が
高

い
薬
剤
の
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
こ

れ
ら
の
薬
剤
の
木
材
へ
の
注
入
性
に
つ

い
て
研
究
を
行
い
、
岡
山
県
産
材
に
よ

る
木
質
防
火
材
料
の
開
発
を
目
指
し
ま

す
。

（
森
林
研
究
所
）

課　　　題　　　名
コンテナ苗を用いた低コスト造林技術の確立    
シカによる森林被害対策に関する研究　　　　
倒木接種によるきのこ栽培の実用化    　　　　　
◎新 マツタケの省力栽培技術の開発　　 　　  　 
◎新 岡山甘栗の栽培技術の確立                 
◎新 軽架線集材による搬出に関する研究  　　     
◎新 森林作業道の路体強度に関する研究     　　　    

 林業研究室   ７課題（4,024 千円）
岡山県内で開発されている新しい木質材料の性能試験 
岡山県産材の難燃化技術の開発・改良           
内装用木材の含水率管理技術の開発                
◎新 木質バイオマス燃料の乾燥状態の向上に関する研究
伐採木材の高度利用技術の開発                    

 木材加工研究室    ５課題（4,215 千円）
12 課題 （8,239 千円）

（532 千円）
（966 千円）
（420 千円）
（482 千円）
（420 千円）
（574 千円）
（630 千円）

（646 千円）
（875 千円）
（861 千円）
（1,075 千円）
（758 千円）

年　度
27 ～ 29
26 ～ 28
26 ～ 28
28 ～ 30
28 ～ 30
28 ～ 30
28 ～ 30

26 ～ 28
26 ～ 28
24 ～ 28
28 ～ 30
25 ～ 29

区　分
育林育種
森林保護
特用林産

経営機械

計
材質特性の解明
加工技術の開発･改良

計
合   計

区　分
育 林 育 種
森 林 保 護

特 用 林 産

経 営 機 械

計
材質特性の解明

加 工 技 術 の
開 発･改 良

計
合   計

ヒノキ人工林における剥皮被害

真空加圧含浸装置
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〇
担
当
業
務

　

森
林
・
林
業
に
関
す
る
統
計
資
料
の

作
成
や
、
地
域
森
林
計
画
編
成
の
現
地

調
査
が
主
な
担
当
業
務
に
な
り
ま
す
が
、

入
庁
後
こ
の
１
ヶ
月
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
使

用
し
た
森
林
計
画
図
の
修
正
や
森
林
Ｇ

Ｉ
Ｓ
再
構
築
に
関
す
る
業
務
を
中
心
に

携
わ
っ
て
い
ま
す
。

〇
今
後
の
抱
負
な
ど

　

県
外
出
身
で
す
の
で
、
ま
ず
は
岡
山

の
地
理
や
歴
史
、
文
化
を
知
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
、
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
検

定
を
受
検
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
、
美
作
県
民
局
森
林

企
画
課
に
配
属
採
用
に
な
り
ま
し
た
堀

切
宏
紀
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

〇
経
歴
と
就
職
の
き
っ
か
け

　

岡
山
市
の
出
身
で
、
19
歳
か
ら
は
浪

人
・
大
学
生
活
・
民
間
企
業
就
職
の
た
め
、

東
京
・
香
川
・
京
都
・
大
阪
と
様
々
な

場
所
で
生
活
し
て
お
り
、
知
ら
な
い
土

　

平
成
28
年
度
に
岡
山
県
職
員
（
林
業

職
）
に
新
規
採
用
さ
れ
た
３
人
の
職
員

を
紹
介
し
ま
す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
、
農
林
水
産
部
林
政

課
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
中
野
有
紀
と

申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

〇
経
歴
と
就
職
の
き
っ
か
け

　

平
成
６
年
に
広
島
市
で
生
ま
れ
、
そ

の
後
は
、
山
口
、
島
根
、
鳥
取
で
幼
少

期
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
愛
媛
大
学

農
学
部
・
森
林
資
源
学
コ
ー
ス
で
４
年

間
学
び
ま
し
た
。

　

就
職
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、

岡
山
県
職
員
（
林
業
職
）
の
仕
事
説
明

会
に
参
加
し
た
こ
と
で
し
た
。
説
明
会

で
岡
山
の
林
業
を
め
ぐ
る
状
況
や
岡
山

で
の
生
活
に
興
味
を
持
ち
、
岡
山
県
職

員
を
志
望
し
ま
し
た
。

特集
『
林
務
の
職
場
』

　
平
成
28
年
度

　
岡
山
県
新
規
採
用
職
員

農
林
水
産
部
林
政
課

森
林
企
画
班

中な
か
の野　
有ゆ

き紀

美
作
県
民
局

森
林
企
画
課
造
林
班

堀ほ
り
き
り切　
宏こ
う
き紀

地
に
行
く
こ
と
に
あ
ま
り
抵
抗
が
な
く
、

行
っ
た
先
々
で
楽
し
み
を
見
つ
け
て
き

ま
し
た
。

　

２
年
間
、
住
宅
建
材
メ
ー
カ
ー
に
勤

務
し
ま
し
た
が
、
地
元
岡
山
へ
の
帰
巣

本
能
と
貢
献
意
欲
が
高
ま
っ
た
た
め
、

転
職
を
決
断
し
ま
し
た
！

〇
担
当
業
務

　

鏡
野
町
を
中
心
に
造
林
及
び
間
伐
事

業
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

10
代
の
頃
か
ら
花
粉
症
を
発
症
し
て

お
り
、
少
花
粉
ス
ギ
・
減
花
粉
ヒ
ノ
キ

の
再
造
林
へ
特
に
熱
い
思
い
を
持
っ
て

い
ま
す
。

○
今
後
の
抱
負
な
ど

　

 

好
奇
心
が
旺
盛
な
の
で
、
仕
事
を
通

し
て
様
々
な
経
験
を
し
、
幅
広
い
視
野
・

ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
て
成
長
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
、
美
作
県
民
局
勝
英

地
域
森
林
課
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
石

黒
愛
実
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
担
当
業
務

　

私
は
主
に
、
森
林
計
画
制
度
や
造
林

事
業
、
県
民
参
加
の
森
づ
く
り
事
業
な

ど
を
担
当
し
ま
す
。

○
経
歴
や
就
職
の
き
っ
か
け

　

幼
い
頃
か
ら
森
林
が
好
き
で
、
森
林

科
学
専
攻
の
大
学
に
進
み
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
私
が
、
岡
山
県
の
林
業
職
を

目
指
し
た
き
っ
か
け
は
就
職
活
動
の
と

き
で
し
た
。
あ
る
林
業
会
社
の
社
長
が

「
大
学
で
森
林
と
林
業
を
学
ん
だ
の
だ
か

ら
、
私
た
ち
を
指
導
す
る
立
場
を
目
指

し
て
、
林
業
に
携
わ
る
人
を
手
助
し
て

み
た
ら
？
」
と
い
わ
れ
た
こ
と
で
す
。

○
今
後
の
抱
負
な
ど

　

森
林
で
繋
が
っ
た
出
会
い
に
感
謝
し
、

ま
た
こ
れ
か
ら
岡
山
の
森
林
に
関
わ
る

皆
さ
ん
と
お
会
い
出
来
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
生
き
活

き
と
、
森
林
が
生
き
活
き
と
な
る
よ
う

全
力
で
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

美
作
県
民
局

勝
英
地
域
森
林
課

石い
し
ぐ
ろ黒　
愛ま
な
み実
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技能講習会の開催（６～８月）

名　称 会　場 日　程 申込・問合せ先

※詳細は申込先にお問い合わせください。

小型移動式クレーン運転

玉掛け

刈払機作業従事者

伐木

移動式クレーン運転士

林業架線作業主任者

はい作業主任者

6月 8，9日

7月 21，22 日

6 月 1，2 日

6 月 9，10 日・7月 9，10 日

7 月 14，15 日・8月 8，9日

6月 20，21 日

7 月 7，8 日

6 月 3 日

7 月 8日

7月 15 日

6 月 29，30 日

7 月 14 日

6 月 7 日

8 月 3，4 日

津 山

岡 山

津 山

岡 山

玉 野

和 気

新 見

岡 山

津 山

津 山

岡 山

開催日時 場　　　所 行事名称・内容 問合せ・申込先等

（社）岡山県労働基準協会

TEL（086）225－3571

中国四国安全衛生技術センター

TEL（084）954－4661

陸上貨物運送事業労働災害防止協会

岡山県支部　TEL（086）234－1332

森林・林業関係イベント参加募集

開催日時 場　　　所 行事名称・内容 問合せ・申込先等

6．26（日）
10 時～ 14 時

おかやま狩猟フォーラム
・トークイベント
・狩猟の魅力、狩猟のはてな、
　なんでも相談会
・狩猟免許個別相談会
・展示等

岡山県農林水産部
農村振興課鳥獣害対策室
TEL（086）226－7439

岡山大学津島キャンパス
一般教育棟３・４階

〔　　切土土砂用　　〕

津山支店　/津山市高尾573-1
岡山事務所 /岡山市北区芳賀5325

TEL（0868）28-0256
TEL（086）294-1000
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平成28年度狩猟免許試験のご案内

期日 申込期間 会場

平成 28 年６月 19 日（日）

平成 28 年７月８日（金）

平成 28 年８月 10 日（水）

平成 28 年８月 26 日（金）

４月 22 日～６月６日

４月 22 日～６月 24 日

４月 22 日～７月 27 日

４月 22 日～８月 12 日

開催日時 場　　　所 行事名称・内容 問合せ・申込先等

マービーふれあいセンター

所在地：倉敷市真備町箭田 40-1

グリーンヒルズ津山リージョンセンター

所在地：津山市大田 920

体験学習施設百花プラザ

所在地：岡山市東区西大寺南 1-2-3

グリーンヒルズ津山リージョンセンター

所在地：津山市大田 920

　　　　　　受験手続き等の詳細につきましては、下記へお気軽にお問い合わせください。
　
○岡山県農林水産部農村振興課　　　　　（０８６）２２６－７４３９
○備前県民局農林水産事業部森林企画課　（０８６）２３３－９８３２
○備中県民局農林水産事業部森林企画課　（０８６）４３４－７０５２
○美作県民局農林水産事業部森林企画課　（０８６８）２３－１３８４

お問い合わせ先
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林 産 物 市 況
木　材（５月 11 日） 単位：千円／㎥

単位：円

14 ～ 16

18 ～ 20

22 ～ 28

18 ～ 22

24 ～ 28

16 ～ 18

18 ～ 22

18 ～ 22

10

9

12

10

10.5

15

12

12

6

6

10

9～

9～

10

8

10

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

ス　ギ

ヒノキ

マ　ツ

米マツ

北洋アカマツ

ホワイトウッド

正角 3m　10.5cm角

正角 3m　12cm角

正角 3m　10.5cm角

正角 3m　12cm角

平角 4m　10.5 ～ 12cm×15 ～ 18cm

正角 3m、4ｍ　10.5cm角

平角 3m、4ｍ　10.5×15 ～ 21cm

タルキ 4m　3.8cm角

間柱 3m　2.7cm×10.5cm

特 等

特 等

特 等

特 等

一 等

特 等

特 等

特 等

特 等

K

Ｋ

K

Ｋ

Ｋ

G

G

Ｋ

Ｋ

50,000（直送）～55,000（市場）

50,000（直送）～55,000（市場）

55,000（背割有）～60,000（背割無）

55,000（背割有・無）

75,000

52,000～54,000

54,000～

70,000～75,000

57,000～58,000

樹種 長さ 径　級 直　材 小曲り 樹種 長さ 径　級 直　材 小曲り

杉

14 ～ 16

18 ～ 20

22 上

14 ～ 18

20 ～ 22

24 ～ 28

14 ～ 16

18 ～ 20

18.5

15.5

14

15

14

14.5

23

28

14

14

12

9～

13.5

13.5

8～

8～

3ｍ

4ｍ

6ｍ

檜

松

・出荷材積　　　　　約 1,800 ㎥

（共販所より概況）
杉概況：
柱　材　横這い
中目材　横這い
元　木　横這い

檜概況
【3m】 【4m】 
柱　材　横這い 柱　材　横這い 
中目材　横這い 中目材　横這い 
元　木　横這い 元　木　横這い 

製　材（５月）
樹　　　種 寸　　　　　　　　　法 等級 区分 安値～高値

注１：価格は、岡山県内の市場の相場を参考とした。
注２：区分のＫとは人工乾燥材、Gとは未乾燥材のこと。

資料：岡山県森連勝山木材共販所市況速報、価格は中値。
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口座振込は
こちらへ

ゆうちょ銀行  　 01270－0－5225
中国銀行岡山駅前支店　　1852041
トマト銀行岡山駅前支店　1027972

募金期間
春のみどりの月間　　　

　  　4月1日～ 5月31日
秋のみどりの月間　　　

　　10月1日～10月31日

緑の募金でふせごう地球温暖化

寄付金に対する税の優遇措置が適用されます。

公益社団法人 岡山県緑化推進協会
122）680（ XAF・LET　８－１町錦区北市山岡 －9511

緑豊かな自然を守る
治山・林道事業の普及啓発、技術援助
治山・林道の調査、測量、設計、積算
森林整備・森林公園の総合計画

一般社団法人　岡山県森林協会
岡山市中区高屋 225-1 TEL 086-271-3711
津山市二宮 1849-2　　TEL 0868-28-9360

一般社団法人　岡山県森林協会

皆伐・再造林促進支援事業のご案内 岡山県森林組合連合会

再造林費については ha 当り上限 10 万円、下刈り費は上
限５万円を５年間助成します。
詳細につきましては、当連合会各支所又は最寄りの森林
組合へご相談ください。
　（※森林組合の連絡先等は岡山県森林ホームページにあります。）

～林業経営を応援します～「伐って・使って・植えて・育てる」

5761-95875761-9577東京都狛江市和泉本町1-21-1（201）201-0003
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林 

声

　

事
務
局
で
は
、
会
員
の
方
か
ら
の
紙

面
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
や
イ
ベ

ン
ト
情
報
等
、
身
近
な
話
題
の
投
稿
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
会
員
も
継
続
し
て
募
集

し
て
お
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先
】

〒
７
０
０
︱
０
８
２
４

岡
山
市
北
区
内
山
下
２
︱
４
︱
６

　
（
岡
山
県
庁
林
政
課
内
）

岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会

電　

話
０
８
６
︱
２
２
６
︱
７
４
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
６
︱
２
２
１
︱
６
４
９
８

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

rinsei@
pref.okayam

a.lg.jp

【
編
集
後
記
】

・
今
年
度
か
ら
編
集
を
担
当
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
Ｕ
と
Ｍ
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

・
今
年
度
は
「
お
か
や
ま
森
の
大
使
」

を
募
集
す
る
年
で
す
。
年
齢
制
限
は
18

歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
で
す
の
で

既
婚
者
も
大
歓
迎
で
す
。
ど
し
ど
し
ご

応
募
く
だ
さ
い
。 

（
Ｕ
）

・
今
年
度
も
引
き
続
き
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
梅
雨
時

期
と
な
り
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
、
体
調

管
理
に
は
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

 

（
Ｍ
）

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

̶ 安全・人と自然・調和 ̶
造林木を野生動物の食害から守る

〔野生獣類忌避剤〕コニファー水和剤
〔樹皮食い防止に〕バークガード
〔クズ専用除草剤〕ザイトロン・ザイトロンフレノック・ケイピンエース
〔樹幹注入剤〕マッケンジー注入剤
（お問い合わせ申し込みは県森連・森林組合へ）
販売元：日植アグリ株式会社
　　　TEL：086－292－5525

〔幼令樹保護カバー〕くわんたい
〔野生草食獣食害防止〕防獣ネット

大同商事㈱大阪営業所
TEL：06－6231－2819

森林保険

FOREST
INSURANCE 加入できる森林は？　人の手が加わった森林

加入期間は？　　　　１年単位で何年でも！
保険金がでるのは？
　火災、風害、水害、雪害、干害等気象災の損害が
あったとき、森林所有者に支払われます。
　岡山県では過去５年間で約６千万円の保険金が支払わ
れました。

樹　　種…ヒノキ　契約時林齢…１年　 　　　     　　樹　　種…ヒノキ　契約時林齢…26年
保険期間…５年　　保険金額…最大188万円　  　 　 　保険期間…５年　　保険金額…最大299万円

　

○保険金額を50％にすることにより、保険料を50％にすることも出来ます。
○条件によって契約金額が変わってきます。

○お申し込み、お問い合わせはお近くの森林組合まで。

ご契約のモデルケース（1haあたり）

一括払いだと 21,225 円（５年間計） 一括払いだと 37,375 円（５年間計）

1ヶ月あたり
約 350 円

1ヶ月あたり
約 620 円

「もしも」に備えて・・・森林保険があります！

わずかラーメン
１杯分

わずかおむすび
３個分


